
≪生徒の皆さんへ≫ １月 1７日（火）

今から１９年前（平成７年１月１７日）

亡くなりました。尼崎市でも４９名の方が亡くなっています。ご冥福をお祈りしたいと思います。

本日は、育友会、ベビーメーソン保育園を始め地域の方々に

した地震と津波による地域防災訓練を行いました。

集合点呼が、４分３０秒でできたことは、すばらしいと思います。一人ひとりが真剣に取り組ん

だ成果でしょう。避難訓練の目的は、自分の命を守るためのものであり

ます。そして大事なことが３つあります。

１ 「本気」で参加する。

２ 「全身で聞く」緊急放送の合図があったら何をしていても全身で聞く。

３ 「落ち着いて行動する」

「お・は・し・も」の約束・・・お →

し →

今日は、学校で起きたということを想定しましたが、１９年前の阪神・淡路大震災

寝ている時、東日本大震災では、卒業式前日の３月１１日午後２時４６分に起こり、

ていたというように、常に学校にいるとはかぎりません。

いつ、どこで起きるかわかりません。その時に一番大切なのは、落ち着いて行動する。

そこで、日本火災学会の報告書から、

という質問項目では、

１位 自力で（34.9％）、

４位 通行人に（28.1％）５位
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どんな時でも落ち着いて行動しよう

校 長 高橋 利浩

７日（火） 「１．１７を忘れない」地域防災訓練より

今から１９年前（平成７年１月１７日）に「阪神・淡路大震災」が起こり、６４３４人の方が

亡くなりました。尼崎市でも４９名の方が亡くなっています。ご冥福をお祈りしたいと思います。

育友会、ベビーメーソン保育園を始め地域の方々に参加していただき、南海地震を想定

地震と津波による地域防災訓練を行いました。校舎から運動場への避難訓練では、全生徒の

３０秒でできたことは、すばらしいと思います。一人ひとりが真剣に取り組ん

避難訓練の目的は、自分の命を守るためのものであり

大事なことが３つあります。

緊急放送の合図があったら何をしていても全身で聞く。

→ 押さない は → はしらない

→ しゃべらな も → もどらない

今日は、学校で起きたということを想定しましたが、１９年前の阪神・淡路大震災では、朝方の５時４６分の

では、卒業式前日の３月１１日午後２時４６分に起こり、式準備の生徒以外は帰宅し

ように、常に学校にいるとはかぎりません。

。その時に一番大切なのは、落ち着いて行動する。

そこで、日本火災学会の報告書から、「阪神大震災の際に誰に助けられたか？」

２位 家族に（31.9％）、 ３位 友人、隣人に（28.1％）

５位 救助隊に（1.7％） その他（0.9％）なっています。

http://www.ama-net.ed.jp/school/J16/index.
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どんな時でも落ち着いて行動しよう！

６４３４人の方が

亡くなりました。尼崎市でも４９名の方が亡くなっています。ご冥福をお祈りしたいと思います。

いただき、南海地震を想定

、全生徒の

３０秒でできたことは、すばらしいと思います。一人ひとりが真剣に取り組ん

は、朝方の５時４６分の

生徒以外は帰宅し

％）

なっています。

この結果から、「自分の命は、自分で守る」そして、

たちであったり」ということが大事になってきます。

避難だけではなく、小さい子どもやお年寄りを避難させる

「釜石の奇跡」を紹介します。これは、東日本大震災の釜石市の３０００人近い小・中学生がほぼ

全員が津波から難を逃れ、生存率９９、８％でした。釜石市の部活をしていた中学生が、揺れている

最中に校庭を抜け出し「津波だ、逃げるぞ」と大声でさけびながら走りました。小学生はその声を聞

いて校舎から飛び出し、中学生と合流して避難を始めました。その姿を見て住民も避難を始めました。

指定避難場所にいると、津波が防波堤を乗り越えた激しい水しぶきをあげています。「ここではだめだ」

さらにその先にある避難所を目指しました。全員移動し終えた３０秒後、最初の

れました。「釜石の奇跡」の下地をつくった片田敏孝

いて一番重要なことは、自らの命を主体的に守る゛姿勢゛を身につけることであると言っておられま

した。そして、子どもたちに教えたのが、津波避難の

１，想定にとらわれるな 2，最善をつくせ

この３つのことを頭に入れて、中学生はもう守られる立場ではない。

る立場になっていると思います。最後に被災された人たちのことを忘れず、

きていることに感謝して、今を一生懸命に生きる

避難訓練の話をきっかけに、家庭でも地震が起きたらどうするのか？この機会に

≪社会力育成モデル事業モデル校合同発表会

１月１６日（木）尼崎市教育総合センターにて、社会力育成事

業モデル事業モデル

校として、生徒会長

る研究発表を行い、生徒会から芳地孝志くん（２－３）、橋本夏

芽さん（１－１）も参加しました。

を目指して」というテーマで、平成２５年度武庫中学校ＤＶＤ（東

日本大震災支援活動）と資料をもとに発表しました。

がすばらしい。という好評をいただきました。今後も、生徒会中心に「被災地の方々に寄り添う」

支援活動を続けていきましょう。

≪新しい職員紹介します≫

１月１７日（月）より３年生担当の

１月１６日より加藤あつ子先生

中島美佐先生が生活介助員として来ました

そして、「みんなで支え合う。家族であったり、地域の人

ということが大事になってきます。さらに君たち中学生に望むことは、自分自身が

避難させる側に立ってほしいということです。

を紹介します。これは、東日本大震災の釜石市の３０００人近い小・中学生がほぼ

全員が津波から難を逃れ、生存率９９、８％でした。釜石市の部活をしていた中学生が、揺れている

最中に校庭を抜け出し「津波だ、逃げるぞ」と大声でさけびながら走りました。小学生はその声を聞

いて校舎から飛び出し、中学生と合流して避難を始めました。その姿を見て住民も避難を始めました。

指定避難場所にいると、津波が防波堤を乗り越えた激しい水しぶきをあげています。「ここではだめだ」

さらにその先にある避難所を目指しました。全員移動し終えた３０秒後、最初の避難所が津波に襲わ

敏孝教授（群馬大学大学院教授） が、防災教育にお

いて一番重要なことは、自らの命を主体的に守る゛姿勢゛を身につけることであると言っておられま

津波避難の 3 原則です。

最善をつくせ 3，率先して避難者になれ

この３つのことを頭に入れて、中学生はもう守られる立場ではない。これからは、人の命を守

被災された人たちのことを忘れず、あたり前の生活がで

一生懸命に生きる、ということが大事ではないでしょうか。今日、

かけに、家庭でも地震が起きたらどうするのか？この機会に話合って下さい。

≪社会力育成モデル事業モデル校合同発表会≫

１月１６日（木）尼崎市教育総合センターにて、社会力育成事

デル校合同発表会がありました。本校は、モデル

生徒会長若松龍之介くん（２－３）と松田賢先生によ

を行い、生徒会から芳地孝志くん（２－３）、橋本夏

芽さん（１－１）も参加しました。「地域社会に貢献できる人材

というテーマで、平成２５年度武庫中学校ＤＶＤ（東

日本大震災支援活動）と資料をもとに発表しました。市内の教職員の方々や生徒から、取り組み

がすばらしい。という好評をいただきました。今後も、生徒会中心に「被災地の方々に寄り添う」

３年生担当の浦川憲子先生が産休で休みますので、その代わりに、

加藤あつ子先生が国語を担当しています。また、３学期より基礎学級に

が生活介助員として来ましたので、よろしくお願いします。


